
▲外国語指導助手
　ダンカン・ワルシュさん

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　７月30日に大好きな丹原を離れます。とても素晴らしい時間
　　　　　　　　　　　　　　　　　 を過ごし、素敵な友達もたくさんでき、毎日新しいことを学び
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ました。日本へ来る前と今の自分を比べると、とても満足した
　　　　　　　　　　　　　　　　　 気持ちです。西条市での生活で人間的に成長できました。西条
　　　　　　　　　　　　　　　　　 の思い出を今まで以上に大切にしていきます。
　これが、丹原を離れて懐かしくなると思うものＴＯＰ10です。
 1)　行きつけのうどん屋。安くておいしい！　毎週、東予のリチャード先生と食べに行きました。
 2)　フレンドリーな店員。日本は店に入るとすぐに、元気に「いらっしゃいませ！」。すごい！
 3)　カツ丼！　日本の料理は世界一！　行きつけの店のカツ丼が食べられなくなるのは悲しい！
 4)　お土産（アンコ以外！）を貰うこと。日本では、毎日がクリスマスのようです！
 5)　夜に聞こえる蛙の声。これを聞くと、美しい日本にいることを思い起こします。
 6)　毎朝、窓から見る石鎚山。西条の美しい景色が見られなくなるのは悲しいです。
 7)　カラオケで、倖田來未の“キューティーハニー”を歌うこと！　カラオケはすごく楽しい！
 8)　朝６時の丹原のサイレン。毎日聞いて、大好きな丹原にいることを感じて嬉しくなります！
 9)　丹原ＦＣの友達とのサッカー。僕がミスをしても、毎週みんな歓迎してくれます。僕はストライ
　　 カーなのに３年間でのゴールは２回だけで、いつもシュートの時、狙いが大きくはずれてみんな
　　 を笑わせています！　僕はベッカムと同じイギリス人ですが、サッカーするのはだめですね！
10)　でも一番懐かしいのは、やはり、西条の人たちです！　とても思いやりがあり、友好的なここの
　　 人たちに会えなくなることが、何より寂しいです。来日当初はサッカー選手になりたかったです
　　 が、今では僕もいつか西条のみなさんのような優しい人になることが夢です！　でも、さよなら
　　 できて嬉しいものも３つだけあります。アンコ、ゴキブリ、そしてカンチョーされることです！
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